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地理空間情報を活用した災害対応

地理情報システム学会 九州支部 支部長

九州大学大学院工学研究院

附属アジア防災研究センター

三谷 泰浩 （mitani@doc.kyushu-u.ac.jp）

地理情報システム学会として・・・

l 災害の現地調査を行う学会・大学・その他関係者など
が撮影してくる写真を集約して統合することができない
だろうか？

l 現地に入る皆さんのために，最新の現地の状況がわか
る地図などを提供できないだろうか？
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はじめに

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp
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九州地理空間情報ポータル

ü 地理空間情報の流通，相互利用が
目的

ü 九大アジア防災研究センター，国土
地理院九州地方測量部，JAXA

参加型情報収集システム

ü 総務省「Ｇ空間×ＩＣＴプロジェクト」
として「Ｇ空間防災システム」の開発
を平成26・27年度の実証事業とし
て実施

ü 九州大学，人吉市，その他民間
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１. 背景

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

n 4／15（金），熊本地震“前震”発生の翌日

「九州地理空間情報ポータル」と

「参加型情報収集システム」との連携を検討

n 4／15（金）9:00 「H28熊本地震」サイトOPEN

n 4／15（金）12:51参加型情報収集システム稼働開始

n 4／30（金） 12:00時点

参加型情報システム： 1773件の投稿情報

ジオサービス： 15件のレイヤ情報

（WMSサービスも含む）

3

２. 経緯

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp
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n サイトの入り口

→九州地理空間情報ポータル

n 地震に関連する地理空間
情報の集約・統合

→ジオサービスによる

情報集約システム

n 被害に関する情報の収集

→参加型情報収集システム

（九州版）
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３．システム構成

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

モバイル版では，スマートフォン等で現地の被害情報を
収集。今どこで何が発生しているかを地図上に表示。
状況把握(詳細な把握)が目的。
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４. 参加型情報収集システム（九州版）

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

位置情報付き写真を
投稿。

現地の情報等を定型
文により入力。

補足情報も追記可能。
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４. 参加型情報収集システム（九州版）

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

地図で投稿状況を確認。
投稿位置をクリックする
と画像を表示。

詳細表示では，地図，写
真，状況を把握可能。
投稿状況の分析

PC版では，情報の追加，投稿状況の全体把握，分析
などを行う。被害の状況判断，意思決定が目的。

4/14の地震直後～4/30 12:00までに収集された現地情報。
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４. 参加型情報収集システム（九州版）

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp
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４. 参加型情報収集システム（九州版）

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

被害の分析結果（4／26時点）

地震に関する多種多様な地理空間情報，衛星データ，航空写

真画像を一つのWebアプリ上に集約・統合。利用者それぞれの
目的（被害確認，救援，対策立案等）に応じた利活用が可能。
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５. ジオサービスによる情報集約システム

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp
モバイル版

PC版

【Webアプリの機能】

・拡大・縮小
・表示・非表示

・透過表示

・ポップアップ表示
・外部データの追加

・ベースマップの変更
・距離や面積の計測

・GPS付き端末による

現在位置の表示
・住所検索 等
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使用方法
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５. ジオサービスによる情報集約システム

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

レイヤにチェックを
入れることで必要

な情報を表示
背景地図選択

印刷機能

計測機能
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九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

l 広域の面的な情報収集能力を持つ組織と連携

l 掲載しているデータ
①【九大】ALOS-2/PALSAR-2の2時期カラー合成データ
②【PASCO】Pleiades_20160415_地震後_被害判読あり
③【PASCO】Pleiades_20160415_地震後_25000分の1
④【PASCO】SPOT-7_20160415_地震後
⑤【PASCO】SPOT-67_2015年度_平時_地震前_地図情報なし
⑥【国土地理院】平成28年熊本地震 正射画像 一式（20160415～20撮影）
⑦【産総研】200万分の1日本地質図－20万分の1日本シームレス地質図 WMS
⑧【国土地理院】標準地図
⑨ 【国土地理院】淡色地図
⑩ 【国土地理院】色別標高図
⑪ 【国土地理院】数値地図25000（土地条件）
⑫ 【九大】熊本県避難場所・避難所一覧

⑬ 【JAXA】【国際災害チャータ】
⑭ 【九大】地震情報(震源に関する情報)_20160426_12時時点
⑮【九大】参加型_熊本地震被害情報_20160426T1200出力時点

５. ジオサービスによる情報集約システム

航空写真情報

基盤情報

衛星情報

地震関連情報
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５. ジオサービスによる情報集約システム

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

n 地震後の航空写真画像
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５. ジオサービスによる情報集約システム

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

n 被害状況＋地質＋地形
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【地理空間情報の活用】

u 効率的な情報収集・集約・管理・表示

u 迅速な対応と遠隔地からのサポート

u 平常時からの準備は予防力・対応力の強化へ

【今後の課題】

ü 地図による情報統合の仕組みの普及

ü 信頼性の高い情報の情報集約サイトを目指す

ü 被災地の状況のデータアーカイブとして活用

ü 得られた情報の分析

正確な情報をいかに早く，いかに確実に，そして広く提供
できるかが重要
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６．おわりに

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

九州地理空間情報ポータル（Googleで検索）

geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp

ご要望・IDの発行は下記まで

mitani@doc.kyushu-u.ac.jp

位置情報付きの写真，地図の情報があれば，

こちらでサイトに掲載いたします。
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関係学協会および関係者の皆様へ

九州地理空間情報ポータル geoportal.doc.kyushu-u.ac.jp
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